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2007 年の世界の不登校研究の概観 




筆者は1980 年から1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として1991年から 毎年, 
ERにおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワードschool 
attendance, school dropouts, school phobia , school refusalを持つ文献を分類してきている。その継 
続研究として2007年の文献85 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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I はじめに 
筆者（1992a）は,諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で, ERにおよび 
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school refusal 
をキーワードとする1980 年から1990 年の400 件あまりの文献を中心に各国別,年代順別 
に分類し,不登校研究の概観を行った。不登校の問題を考える上で， 日本国内ばかりでは 
なく世界の研究に常に目を向け続け，1 年毎の形式で蓄積していくことは意味があると考 
え， 1991 年か らそれぞれの年の文献について継続研究を行ってき た。 
(1992b,1993, 1994,1995,1996,1997,1998,1999,2000,2001,2002,2003,2004,2005,2006,2007)。 
本研究は，2007 年の文献についての継続研究である。今回の研究では, これまでの研究 
ど同様, ERにデータベースと DIALOG データベースの PSYCHOLOGにAL ABSTRACTS 
(PsycINFO データベース）を用い，文献検索を行おうとした。 しかし, ERIC データベース 
は2003 年の文献以降,データベースの検索形態を変更したため, 2003 年以降の文献につ 
いては,年毎の検索ができなくなった。2007年の文献についても検索方法が変更のままで, 
同様の形態の検索ができない状態である。 したがって 2007 年の文献については， 
PSYCHOLOGにAL ABSTRACTS のみとなる。検索方法は，インターネット経由での作業を 
行った。これらの中から不登校との関連が考えられるものについて, キーワード毎に分類 
した。筆者の作業（1992a) に続くこの継続研究は，今回で17 年目に当たるが，同一規準で 
17 年分の作業をし,世界での傾向を把握する基礎研究の 2007 年分である。なお, 







DIALOG データベースでのPSYCHOLOGにAL ABSTRACTS では, Sc加ol attendance に関す 
る文献が462件, school dropouts に関する文献が273 件, school phobia に関する文献が329 
件, school re釦salに関する文献は161件であった。 
PSYCHOLOGにAL ABSTRACTSデータベースL225 件の文献の中で不登校との関連が考え 
られる85件について，キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
～ 各キーワード毎の研究の概観 
ここで取り上げる研究は，2008年6月現在, PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINF0 デ 
ータベース）において検索し,不登校との関連が考えられる 2007 年分として収録されてい 
る文献である。ここでは, 日本の高等学校に対応する学年までの不登校との関連が考えら 
れる文献を取り扱っている。 
1 school attendance に関する研究の概観 
2007年のschool attendance をキーワードに持つ文献は462 件が見いだされる。これらのうち, 
ここでは14 件を概観する。国別では,アメリカ合衆国が11件, フィンランドが1件，カナダ 
がI件，英国が1件である。 
Feldman ら（2007）は,大人と子どもの情緒障害と行動障害をこれまで治療処置してきている 























Munoz ら（2007）は, 中間評定モデルに対する知識の異なった方法(DWoK）の 3 年間参加のケ 
ンタッキー州の都会の学区での生徒の成績と登校状況についての効果を評価することを目的に 
研究を行っている。結果によれば，CTBS (基本的技術の理解テスト）とケンタッキー州コアコ 












Mash と Hunsley (2007）は,児童青年の障害の発達上のシステム評価（DSA)に対する現在のア 
プローチを研究している。DSA は発達精神病理学の概念と方法（Cicchetti, 2006),児童と家族 
の行動評価（Mash と Hunsley,2004,Mash と Terdal,1997a,Ollendiek と Hersen, 1993),証拠に基づく評 







理される。総合的な目的は,障害のある子どもと家族に対する DSA の現在の原理と実践を強 
調し,多くの主要な問題について議論することである。 
Chen (2007）は,生徒の経歴,学校の構造，学校の文化，学校の障害と生徒の学業成績の概念 
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を取り入れて，学校安全と生徒の達成モデルを展開し,構造式モデル化の技術を用いて,ニュ 

































































が通常の体重の子どもたちよりかなり欠席していることが示された（12.2 +1- 11.7 日対10.1H一 







2 school dropoutsに関する研究の概観 
2007年のSc加ol dropou加をキーワードに持つ文献273 件のうち，関連の考えられる12件につ 




























































ために用いることがどのようにできるかを示すために，1996 年から2004 年までの約13,000 人 
の生徒の縦断的分析を用いた。登校状況,行動上の余分の介入と,効果的な学校改革とを結び 
つけることによって，卒業率を増加させることができることが分かった。 
















Koball (2007）によると, 1996 年の福祉改革法は，18 才未満の親が彼らの親または成人の親類 
と一緒に暮らし，福祉給付金の資格がある学校に入学することを義務づけている。未成年の母 
が学校を中退しないように,福祉改革後に親とー緒に暮らしそうになったかどうかを調査研究 

























3 school phobiaに関する研究の概観 
2007年のschool 山obiaをキーワードに持つ文献329件のうち,関連の考えられる34件を取 




















Red町とDe Thomas (2007）は，ADHD の児童青年に対する評価実践の概観を行っている。 






いる。方法としては，1972 ~ 73 年のダニーデンの出生群の男女を代表する1,037 人が96％の 
登録で32歳まで追跡調査を行った。成人の全般性不安障害と大うつ病性障害が18 歳, 21歳， 
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り,若者の1/6 に影響を与えるものである。およそ 30 人の生徒の標準的な学級の中で,児童 
期あるいは青年期のある段階で,臨床的な不安障害を進行させる危機にある子どもは潜在的に 



















ための提案を含むコンサルテーションセッションの面を記載している。第4 章から7 章では, 


























Weissman と Klerman (1977）によって最初に提案され,詳細に考察された人為現象的（arti魚etual), 
遺伝子的決定因子を別々に考察している。この概観に基づいて,精神医学的障害における性差 
の知識での格差を特定し, DSM-V 及びそれ以降の疫学的研究課題の発展の段階を確立するも 
のである。 






















せることにとって不可欠である'iも 適切な統計的技術を用いて, この関係を調査している研究 
はない。これらの障害に対する親子の合意は,暴行と自動車事故の子どもの生存者の将来に関 
する研究での構造化インタビューによって調査され，2 -4 週間と 6 ケ月の心的外傷後の評価 
を行った。子どもは，親の報告よりも自身の報告に基づいて,その他の ASD やPTSD 症状の 
集団と同様に, ASD に対する基準をかなり満たしているように考えられる。ASD に対する親 
子の合意は不十分であるが（Cohenno ic 係数＝-0.04), PTSD に対しては悪くはなかった（Cohenno 
IC 係数＝-0.21)。その他の情緒障害に対しては合意は広い範囲であり（Cohenno ic 係数＝-0.07 ~ 























Friman (2007）は, school phobiaにも関連するが，school reんsalにおいて取上げる。 




Bosacki と Dane (2007）は，抑うつ状態と社会不安のような内在化した問題と仲間の関係を自 







Bolte ら（2007）は, 自閉症のより広い表現型として概念化されるかもしれない特徴を徹底的 
に調査するため，強迫性障害（0CD) ，若年発症統合失調症（EOS),精神遅滞（MR）の対象 
者の親と同様に単純で複合的な家族からの自閉症にかかった対象者の親が人格形態と障害調査 
及び症状チェックリストー90 を用いて評価を行った。例えばreserved/schizo尾 や抑うつ状態のよ 















Schonberg と Shaw (2007b) によると，モデル軌道に対するNagin の準パラメーター的，集団に 
基づくアプローチの結合軌道分析版（集団に基づく展開モデル。ケンブリッジ，MA：ハーバ 



































Williams ら（2007)によると,社会的相互関係の欠損は， 自閉症スペクトラム（ASD）の中心的 
な特徴である。ここでは，ASD の学齢期の児童青年に対するグループに基づくソーシャルス 
キルトレイニングプログラムでの調査研究の状態を要約した。グループに基づくソーシャルス 
キル治療介入プログラムを検討する論文と同様に，1985 - 2006 年の間のグループソーシャル 
スキル治療介入のすべての刊行された研究が，概観された。科学の状態を評価するために， 
NIMH作業グループによって開発されたテンプレートカち14 件の確認された研究に適用された。 
この概観に基づくと, このアプローチに対する経験的な支持は不完全であるカも 有望な治療介 
入戦略が確認された。 
Ch司血nt ら（2007）は,重複障害と高機能自閉症（HFA）の47 人の児童の不安に対する家族に基 







4 school refusalに関する文献 
2007年のschool re知salをキーワードに持つ文献161件のうち，関連の考えられるn 件を取 
り上げる。国別では,アメリカ合衆国が8件,英国が3件である。 














Southam-Gerow と Chorpita (200ブ）によると,疫学的研究においては6％から15％にわたる臨床 
上の障害の生涯発症率であり,若者の恐怖と不安に関連した問題は比較的一般的である（例え 
ば，Silverman と Ginsburg (1998)，アメリカ公衆衛生局（2000) ）。不安の問題を抱えた若者は， 
例えば貧弱な学校での達成,社会上の問題,家族の対立のような重要でしばしば持続する社会 







くは臨床的評価に対する類似した方向に進む必要性を促した（例えば，Mash と Hunsley (2005); 


























































Kauffman と Konold (2007）によると，現実についての1つの間違った仮定は，教育方針の失敗 
を確実にするのに十分である。落ちこぼれを作らないための初等中等教育法（No Child Left 





のある商品を市場に出す, あるいは, ビジネスの処理における重大な現実を無視する犯罪的な 
行為に等しい。 












計された研究が, これらの要因を単独で,組合せをして調べることカち 現在必要であるという 
ことである。 
皿 おわりに 












2007年のDIALOG データベースでのPSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では, 2008年6月現 
在で, school attendance に関する文献が462 件, school dropouts に関する文献が273 件, 
school phobia に関する文献が329件，school refusalに関する文献は161件であった。2007年 
の検索文献総数は1,225 件であり，このうち85 件について取り上げた。検索文献件数は, 
1997年101件，1998 年95 件，1999 年118 件, 2000 年166 件, 2001年289件，2002 年280 
件, 2003 年371件，2004 年833 件, 2005年935 件，2006年806件であり,文献数としては 




基礎研究としてのERICおよびPSYCFIOLOGにAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不 
登校に関する研究の1年毎の概観は, 17 年目となる。2002 年まで進めてきたERIC の年毎 
の概観が，検索形態が変更されたためできなくなったことは残念であるが， 
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